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I

日
本
文
学
愛
読
書
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

六
十
二
年
度
の
文
化
祭
に
際
し
う
　
そ
の
作

品
展
の
一
つ
と
し
て
､
国
文
科
で
は
女
流
作

家
展
を
催
し
た
｡
そ
の
際
､
食
物
科
､
英
文

科
'
国
文
科
の
二
･
三
回
生
の
人
達
の
協
力

を
得
て
'
左
の
ア
ン
ケ
ー
ナ
を
と
り
次
の
よ

う
な
結
果
が
出
た
｡

問
二
　
日
本
文
学
匠
於
け
る
好
き
な
作
家
と

そ
の
作
品
を
あ
げ
よ
｡

l
夏
目
激
石
　
｢
心
｣
　
｢
三
四
郎
｣

｢
坊
っ
ち
ゃ
ん
｣
　
｢
草
枕
｣

2
.
武
者
小
路
実
篤
｢
愛
と
死
｣
　
｢
友
情
｣

｢
心
理
先
生
｣
　
｢
人
生
論
｣

3
島
崎
藤
村
　
｢
破
戒
｣
　
｢
春
｣

4
芥
川
龍
之
介
　
｢
河
童
｣
　
｢
奉
数
人

の
死
｣
　
｢
歯
車
｣

5
太
宰
　
治

6
掘
　
辰
雄

子
｣

〃
井
上
　
靖

〃
森
　
鴎
外

｢
人
間
失
格
｣
　
｢
斜
陽
｣

｢
風
立
ち
ぬ
｣
　
｢
菜
穂

記
｣

7
川
端
康
成
　
｢
伊
豆
の
踊
子
｣
　
｢
雪

国
｣

〃
山
本
有
三
　
｢
女
の
一
生
｣
　
｢
波
｣

8
谷
崎
潤
一
郎
　
｢
細
雪
｣

〃
志
賀
直
哉
　
｢
暗
夜
行
路
｣

〃
石
川
達
三
　
｢
風
担
そ
よ
ぐ
葦
｣

｢
人
間
の
壁
｣

9
有
島
武
郎
　
｢
或
る
女
｣

そ
の
他
　
横
光
利
一
､
倉
田
百
三
､
三

島
由
紀
夫
'
国
木
田
独
歩
､
e
t
c
.

問
二
'
日
本
文
学
に
於
け
る
好
き
な
女
流
作

家
と
そ
の
作
品
を
あ
げ
よ
｡

1
樋
口
一
葉
　
｢
た
け
く
ら
べ
｣
　
｢
に

ご
り
え
｣
　
｢
大
つ
ど
も
り
｣

2
幸
田
　
文
　
｢
お
と
う
と
｣
　
｢
流
れ

る
｣

〃
宮
本
百
合
子

〃
山
崎
豊
子

5
野
上
弥
生
子

6
有
吉
佐
和
子

7
林
芙
美
子

8
円
地
文
子

｢
仲
子
｣

｢
の
れ
ん
｣
　
｢
ぽ
ん
ち
｣

｢
迷
路
｣
　
｢
真
知
子
｣

｢
紀
の
川
｣

｢
放
浪
記
｣
　
｢
浮
雲
｣

｢
女
の
綾
｣

そ
の
他
　
与
謝
野
晶
子
､
和
泉
式
部
､

岡
本
か
の
子
'
佐
多
稲
子
､
原
田
康

子
の
腰

間
三
､
日
本
文
学
と
外
国
文
学
の
ど
ち
ら
を

多
-
読
む
か
｡

外
国
文
学
を
多
く

日
本
文
学
を
多
-

同
程
度
読
む

食
物
科
　
英
文
科
　
国
文
科

4
1
%
　
6
2
%
　
3
4
%

4
1
%
　
3
2
%
　
5
 
5
%

1
 
8
%
　
6
%
　
1
 
1
%

問
四
､
現
代
文
学
と
明
治
･
大
正
文
学
の
ど

ち
ら
を
多
く
読
む
か
｡

｢
氷
壁
｣
　
｢
敦
燈
｣
-

｢
雁
｣
　
｢
う
た
か
た
の

〃
清
少
納
言

3
壷
井
　
栄

4
紫
　
式
部

｢
枕
草
子
｣

｢
二
十
四
の
瞳
｣
　
｢
風
｣

｢
源
氏
物
語
｣

現
代
文
学
を
多
-

明
治
大
正
を
多
く

同
程
度
読
む

食
物
科
　
英
文
科
　
国
文
科

7
 
0
%
　
7
 
0
%
　
5
 
5
%

2
 
2
%
　
2
 
8
%
　
3
 
6
%

8
%
　
2
%
　
9
%

問
五
､
あ
な
た
は
紫
式
部
と
清
少
納
言
の
ど

ち
ら
に
魅
力
を
感
じ
る
か
｡
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食
物
科
　
英
文
科
　
国
文
科

紫
　
式
部
　
　
　
5
0
%
　
4
 
8
%
　
5
1
%

清
少
納
言
　
　
　
5
 
0
%
　
5
2
%
　
4
 
9
%

問
六
'
あ
な
た
は
源
氏
物
語
を
ど
の
程
度
読

ん
だ
か
(
原
文
で
も
訳
文
で
も
)

全
部
読
ん
だ

半
分
位
読
ん
だ

一
部
分
読
ん
だ

全
部
読
ん
だ

半
分
位
読
ん
だ

1
部
分
読
ん
だ

食
物
科
　
英
文
科
　
国
文
科

3
%
　
9
%
　
3
 
1
%

4
5
%
　
4
9
%
　
3
 
8
%

5
2
%
　
4
 
2
%
　
3
 
1
%

問
七
'
あ
な
た
は
枕
草
子
を
ど
の
程
度
読
ん

だ
か
｡受

贈
図
書
　
(
そ
の
二
)

実
践
文
学

女
子
大
国
文

女
子
大
文
学

究
室
)

第
一
七
･
一
九
号

(
京
都
女
子
大
学
国
文
学
会
)

第
二
七
･
二
九
･
三
〇
号

(
大
阪
女
子
大
学
国
文
学
研

第
7
四
号

人
文
科
学
科
紀
要
(
東
京
大
学
教
養
学
部
)

第
三
〇
輯

人
文
研
究
(
大
阪
市
立
大
学
文
学
会
)

第
1
四
巻
第
四
号

人
文
論
究
(
北
海
道
学
芸
大
学
函
館
人
文

第
二
三
号
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1

1

1
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食
物
科
　
英
文
科
　
国
文
科

3
%
　
2
 
0
%
　
1
 
8
%

3
 
8
%
　
3
 
8
%
　
4
2
%

5
 
9
%
　
4
2
%
　
4
 
0
%

右
の
結
果
に
よ
る
と
∧
好
き
な
作
家
V
の

欝
九
位
ま
で
ほ
現
代
の
一
般
の
読
書
傾
向
を

示
す
も
の
で
あ
ろ
う
｡
こ
の
こ
と
と
後
の

∧
現
代
文
学
と
明
治
･
大
正
文
学
の
ど
ち
ら

を
多
く
読
む
か
V
と
い
う
問
に
対
し
て
p
現

代
文
学
を
多
-
読
む
と
答
え
た
者
が
圧
倒
的

に
多
い
の
と
は
答
が
1
見
矛
盾
し
て
い
る
よ

ぅ
に
思
え
る
が
'
好
き
な
作
家
を
あ
げ
る
場

合
に
､
そ
の
こ
と
を
尊
敬
す
べ
き
作
家
と
し

て
受
け
取
り
､
文
学
史
上
重
要
な
位
置
を
占

め
る
作
者
を
あ
げ
た
人
が
多
い
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
｡

第
七
問
の
∧
枕
草
子
を
ど
の
程
度
読
ん
だ

か
V
と
い
う
質
問
で
全
部
読
ん
だ
と
答
え
た

人
が
非
常
に
少
な
い
の
に
､
∧
好
き
な
女
流

作
家
V
の
項
で
清
少
納
言
が
第
二
位
と
は
少

し
ぉ
か
し
い
が
'
こ
れ
は
高
校
の
教
科
書
で

馴
れ
親
し
ん
だ
せ
い
で
あ
ろ
う
か
｡

(
国
四
　
藤
田
汎
子
記
)

東
京
教
育
大
学
文
学
部
紀
要
(
国
文
学
漢

文
学
論
叢
)
第
八
輯

日
本
文
学
(
日
本
文
学
協
会
)

第
二
一
巻
第
六
･
七
･
八
号

立
教
大
学
(
日
本
文
学
)
　
第
九
･
一
〇
号

日
本
文
学
誌
要
(
法
政
大
学
国
文
学
会
)

第
　
九
号

日
本
文
芸
研
究
(
関
西
学
院
大
学
日
本
文

学

会

)

　

開

四
巻
　
第
二
･
三
･
四
号

五
巻
　
第
言
号

出

版

部

)

　

　

　

　

　

第

二

巻

　

第

六

号

文
芸
研
究
(
明
治
大
学
文
芸
研
究
会
)第

1
0
号

文
芸
と
思
想
(
福
岡
女
子
大
学
文
学
部
)

第
二
四
号

山
蓮
道
(
天
理
大
学
国
文
学
研
究
室
)第

　
九
号

立
命
館
文
学
(
立
命
館
大
学
人
文
学
会
)

文
学
論
集
(
佐
賀
大
学
文
･
理
学
部
国
文

学
会
)
一
九
六
二
年
　
　
　
　
第
　
四
号

月
刊
文
献
ジ
ャ
ー
ナ
ル
(
冨
士
短
期
大
学

九
六
一

九
六
二

〓

り
て
ら
え
や
ぼ
に
か
え
･
　
　
　
第
五
号

論
栗
日
本
文
学
(
立
命
館
大
学
日
本
文
学

会
)

第
1
九
･
二
〇
号
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